
  

これまで島本町のまちづくりに参加する機会のなかった方々に

ご参加、ご意見いただきたいという趣旨から、無作為で抽出した方

に案内をお送りし、その中の参加希望者にお集りいただきました。 

島本町では、まちづくりの将来の方向性を定めた「都

市計画マスタープラン」の改訂に現在取り組んでいます。 

そこで、町内にお住まいの方を対象に将来の島本町が

どういうまちになればもっと魅力的になるかをみなさん

にご意見をおうかがいするために、ワークショップ（意

見交換）を開催しました。 

なお、感染症防止の観点から、検温、消毒、パーテーシ

ョンの設置などを行いました。 

, 

Singata  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島本町のまちづくりに関するワークショップを開催しました！ 

日 時：令和 3年 4月 24日（土）10時～ 

場 所 ：島本町役場 

参加者：11人 

内 容：オリエンテーション（都市計画とは、 

現況調査の結果について） 

意見交換（町の魅力と課題） 

１班 

 

 

今回の実施について 

意見交換 

 

 

 

 

 

魅 力 課 題 

各班により、町の「魅力」と「課題」について意見を出し合いました。 

vol.１ 

良好な子育て環境 

・子どもの遊び場が多い。 

・保育所は待機児童が解消されており、安心

して働くことができる。 

水がきれいな環境 

・有名な地下水がある。（水無瀬神宮） 

・水の良さを感じ集まる方も多く、利用店も

多い。それにより人情味豊か。 

 

多くの地域資源 

・障害者にやさしいまち。 

・歴史的価値のある建造物が豊富。 

 

交通の便がよい 

・大阪、京都に出やすい。 

町の変化 

・いろいろな施設を作るのは良いが、その後

のソフト面に不安がある。 

・町立プールが廃止されてしまったのが残

念。 

・マンションが増えすぎている印象。 

 

 

賑わいの低下 

・駅周辺の商店街の活気がない。 

・JR 側にも商店がふえてほしい。 

 

 
農地の減少 

・田畑をなくさず、活用してほしい。 

自然の活用が必要 

・豊かな自然を活かすことが必要。 

・キャンプ場などの自然の有効活用が必要。 

 

自然が豊か 

・自然に恵まれている。 

・ホタルを見ることができる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２班 

それぞれの班で魅力や課題は重なるところがあり、みな

さん共通の思いを持っているところが多くありました。 

次回に向けて、今回の意見交換の内容を踏まえ、その中

で特に各々が重視したいことを考え、何ができるか考える

ことになりました。 

まとめ 

問い合わせ先：島本町都市創造部都市計画課 〒618-8570 大阪府三島郡島本町桜井二丁目１番１号 （電話）075-962-0360 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各班の発表を参加者が行いました！ 

魅 力 課 題 

きれいな環境 

・離宮の水がおいしい。氷にしてコーヒー

に入れたり、お米を炊いたりするのに使

う。 

・水・空気がきれいで、子育てに良い環境

である。 

自然が豊か 

・歩いて行ける範囲に川や緑などの自然

がある。 

健康によい 

・体育館の利用ができ、体を動かすのによ

い。 

・近くの山に日頃登ったりしている。すぐ

近くに山があるのがよい。 

歴史が深い 

・歴史が深い。（しかし発信できていない） 

→歴史に興味のない人も多いので、自然と

関連させるとよいのでは。 

交通の便がよい 

・駅が近く、利便性が高い。 

・高速道路も通り、インターも近い。 

町の特徴 

・若い世帯が増えてきている印象がある。 

・小さいまちだからこそできることがあ

るのでは。 

 

自然の活用が必要 

・自然を活かすことが必要。 

・キャンプ場がなくなって残念。 

・農園の活用ができるとよい。 

町の変化が大きい 

・古い家がなくなり、新しくなっていくの

に追いついていけない。 

・目につく緑がなくなっていっている。 

賑わいや集える場所の不足 

・若いお母さんたちが集える場所がない。 

・お茶できる場所が少ない。 

安全・安心なまちづくりが必要 

・高齢者の健康促進、予防医学、コミュニ

ティ形成などが必要。 

・水無瀬川の防災対策が必要 

・避難所として活用できる公共の建物が少

ない 

 

インフラ・公共施設の改善が必要 

・道路が渋滞し、移動がしにくい。 

・住宅を増やすよりも、危ない道路や公共

の場の整備がまず必要。 

・サントリー山崎蒸溜所へのアクセスが

しにくい。 


